
議
員

建
築
基
準
法
の
規
定

に
よ
り
、
地
方
の
実
情
等
に

合
わ
せ
た
建
物
な
ど
の
建
築

基
準
を
定
め
る
平
塚
市
建
築

基
準
条
例
は
、「
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
」
等
を
推

進
す
る
た
め
新
た
に
制
定
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時

期
に
建
築
基
準
条
例
を
提
案

し
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

都
市
政
策
部
長

本
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
建
築
基

準
条
例
の
運
用
に
よ
り
建
築

確
認
を
行
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
�
民
間
の
指
定
確
認
検

査
機
関
へ
の
確
認
件
数
の
増

加
に
伴
い
、
市
が
直
接
建
築

確
認
を
行
っ
て
き
め
細
か
な

行
政
指
導
を
す
る
こ
と
が
限

界
と
な
っ
て
い
る
。
�
昨
年

発
覚
し
た
耐
震
強
度
偽
装
問

題
等
を
受
け
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
建
築
行
政
の
運
営

に
は
一
層
の
安
心
・
安
全
を

図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
�
平
成
十
六
年
の
建

築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、

斜
面
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

等
に
お
い
て
、
地
盤
面
を
条

例
で
指
定
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。こ
れ
ら
に
よ
り
、

本
市
の
実
情
を
反
映
し
た
独

自
条
例
の
制
定
が
必
要
と
考

え
、
提
案
し
た
。

議
員

当
初
の
（
仮
称
）
平

塚
市
建
築
条
例
の
原
案
か
ら
、

地
区
計
画
に
関
す
る
規
定
を

除
外
し
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

都
市
政
策
部
長
・
建
築
指
導

課
長

今
後
制
定
予
定
の（
仮

称
）
平
塚
市
都
市
づ
く
り
条

例
の
中
で
、
地
区
計
画
を
都

市
計
画
決
定
す
る
に
当
た
っ

て
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を

規
定
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。こ
れ
と
の
混
同
を
避
け
、

ま
た
五
領
ヶ
台
地
区
の
地
区

計
画
の
変
更
と
真
田
・
北
金

目
地
区
の
新
た
な
地
区
計
画

が
整
っ
た
段
階
で
、
別
途
、

地
区
計
画
に
つ
い
て
の
条
例

を
策
定
す
る
た
め
地
区
計
画

に
関
す
る
規
定
を
外
し
た
。

議
員

建
築
基
準
条
例
案
で

は
県
条
例
に
規
定
し
て
い
な

い
建
築
基
準
の
新
設
や
緩
和

等
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
関
係
法
令
と

の
整
合
は
図
っ
た
の
か
。

都
市
政
策
部
長

建
築
基
準

法
、
神
奈
川
県
福
祉
の
街
づ

く
り
条
例
等
と
の
整
合
を
図

り
条
文
を
構
成
し
て
い
る
。

議
員

建
築
基
準
条
例
案
の

避
難
施
設
等
に
関
す
る
新
た

な
基
準
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
等
の
利
用
環
境
を
考
慮
し

て
規
定
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

都
市
政
策
部
長

こ
の
基
準

は
平
成
八
年
四
月
に
施
行
さ

れ
た
神
奈
川
県
福
祉
の
街
づ

く
り
条
例
の
標
準
的
な
「
整

備
基
準
」
を
参
考
に
し
て
い

る
。
な
お
、
誰
も
が
快
適
に

利
用
で
き
る
基
準
を
定
め
た

県
条
例
の「
望
ま
し
い
水
準
」

に
係
る
部
分
は
、
福
祉
関
連

法
で
あ
る
通
称
「
ハ
ー
ト
ビ

ル
法
」
に
よ
る
審
査
や
県
条

例
に
よ
る
事
前
協
議
を
通
じ

て
、
建
築
基
準
条
例
の
補
完

を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

福
祉
と
安
全
を
強
化

し
た
、
よ
り
独
自
性
の
あ
る

条
例
を
策
定
す
る
考
え
を
聞

き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

平
成
十
九

年
四
月
に
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
と

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
統

合
さ
れ
る
の
を
受
け
、
県
条

例
も
見
直
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
。
そ
の
動
向
を
踏
ま
え

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員

農
業
用
水
の
水
質
保

全
の
た
め
、
土
屋
、
吉
沢
地

区
を
対
象
に
下
水
管
を
整
備

し
、
し
尿
等
を
施
設
で
集
合

処
理
す
る
農
業
集
落
排
水
事

業
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
基
本
計
画
発
表
後
に
加

入
世
帯
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
と
聞
く
が
、
そ
の
具
体
的

な
内
容
を
伺
い
た
い
。

下
水
道
部
長

管
路
敷
設
の

工
事
費
は
一
㍍
当
た
り
約
一

〇
万
円
で
あ
り
、
ま
た
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
設
置
に

は
一
基
当
た
り
約
一
〇
〇
万

円
の
経
費
を
要
す
る
。
こ
の

た
め
、
集
落
か
ら
離
れ
て
い

る
家
屋
や
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
が

必
要
な
く
ぼ
地
の
家
屋
な
ど

に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果

を
考
え
、
接
続
し
な
い
方
針

と
し
た
。
な
お
、
見
直
し
前

の
加
入
予
定
戸
数
は
一
〇
二

五
戸
で
、
対
象
人
数
は
四
〇

六
三
人
で
あ
る
。

議
員

地
元
の
推
進
協
議
会

等
の
役
員
に
は
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
の
説
明
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

下
水
道
部
長

総
事
業
費
を

可
能
な
限
り
縮
減
す
る
方
針

を
役
員
に
説
明
し
て
い
る
。

議
員

本
市
で
は
、
こ
の
農

業
集
落
排
水
事
業
に
お
い
て
、

し
尿
と
生
活
雑
排
水
か
ら
発

生
す
る
汚
泥
を
堆
肥
化
す
る

県
内
初
の
資
源
循
環
施
設
を

設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

施
設
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

下
水
道
部
長

こ
の
施
設
は

汚
水
処
理
施
設
か
ら
排
出
さ

れ
た
汚
泥
に
牛
糞
や
稲
わ
ら

等
の
副
資
材
を
混
合
し
、
発

酵
さ
せ
て
堆
肥
化
す
る
施
設

で
あ
り
、
一
日
当
た
り
約
三

四
〇
㌔
㌘
の
生
産
量
を
見
込

ん
で
い
る
。

議
員

汚
泥
を
堆
肥
化
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

汚
泥
を
堆
肥

と
し
て
農
地
に
還
元
す
る
こ

と
で
、
土
壌
が
活
性
化
し
て

効
率
的
に
農
作
物
が
生
産
で

き
る
と
と
も
に
、
経
済
性
も

向
上
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

議
員

堆
肥
の
使
用
者
の
想

定
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

下
水
道
部
長

地
元
を
は
じ

め
市
内
の
農
家
、
市
民
農
園

等
の
利
用
者
を
考
え
て
い
る
。

議
員

平
塚
市
開
発
事
業
指

導
要
綱
は
、
良
好
な
生
活
環

境
の
整
備
を
図
る
た
め
に
昭

和
五
十
二
年
に
制
定
し
、
平

成
九
年
に
全
面
改
正
し
て
い

る
。
改
正
以
降
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
や
大
型
の
開
発
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
主
と
近
隣

住
民
と
の
間
で
生
活
環
境
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
ど
の
程

度
発
生
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

都
市
づ
く
り
・
景
観
担
当
部

長
（
以
下
、
都
市
づ
く
り
担

当
部
長
）

開
発
事
業
の
届

出
件
数
は
九
年
度
か
ら
十
七

年
度
ま
で
の
九
年
間
で
、
合

計
三
七
四
九
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
建
築
紛
争
相
談

員
へ
の
相
談
件
数
は
合
計
七

一
件
で
あ
っ
た
。
な
お
、
建

築
紛
争
相
談
の
内
容
は
、
開

発
事
業
に
伴
い
日
照
・
展
望

の
阻
害
が
予
想
さ
れ
る
な
ど

の
相
談
で
あ
っ
た
。

議
員

要
綱
に
基
づ
く
指
導

で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
現

在
、
県
内
一
九
市
の
う
ち
、

す
で
に
一
〇
市
が
開
発
事
業

指
導
要
綱
の
内
容
を
条
例
化

し
て
い
る
。
本
市
で
は
要
綱

を
条
例
化
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

市
長
・
都
市
づ
く
り
担
当
部

長

都
市
の
健
全
な
発
展
と

秩
序
あ
る
良
好
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
は
、市
民
、

事
業
者
お
よ
び
市
の
三
者
が

都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
を

共
有
し
、
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
に
相
互
に
協
働
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
策

定
予
定
の
平
塚
市
都
市
づ
く

り
条
例
の
中
で
開
発
事
業
指

導
要
綱
に
定
め
る
内
容
を
規

定
し
て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
、（
仮
称
）
平

塚
市
都
市
づ
く
り
条
例
の
原

案
作
成
に
向
け
作
業
中
と
の

こ
と
だ
が
、
都
市
づ
く
り
条

例
を
策
定
し
て
開
発
事
業
指

導
要
綱
の
内
容
を
規
定
し
よ

う
と
す
る
理
由
を
聞
き
た
い
。

市
長
・
都
市
づ
く
り
担
当
部

長

地
方
分
権
一
括
法
の
制

定
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
や

都
市
計
画
法
が
改
正
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
の
趣
旨
は
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り

の
展
開
等
で
あ
り
、「
地
区

計
画
等
の
作
成
手
続
き
」、

「
都
市
計
画
の
提
案
制
度
」

等
に
つ
い
て
、
自
治
体
の
条

例
に
委
任
さ
れ
る
部
分
が
多

く
な
っ
た
。
開
発
事
業
指
導

要
綱
の
規
定
を
条
例
化
す
る

だ
け
で
は
、
そ
の
委
任
事
項

を
達
成
で
き
な
い
た
め
、
別

途
都
市
づ
く
り
条
例
を
策
定

す
る
考
え
で
あ
る
。

議
員

都
市
づ
く
り
条
例
の

策
定
期
間
が
長
期
化
す
る
と
、

建
築
紛
争
に
よ
る
市
民
等
へ

の
影
響
が
生
じ
る
と
考
え
る

が
、
こ
の
条
例
の
制
定
予
定

時
期
を
伺
い
た
い
。

市
長

十
八
年
度
中
に
制
定

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
市
民

や
事
業
者
等
の
理
解
を
得
ら

れ
な
い
場
合
は
先
送
り
も
や

む
を
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
塚
駅
西
口
跨
線
橋

に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

高
齢
者
や
障
害
者
等
が
利
用

し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。
こ

の
跨
線
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
係
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の

協
議
状
況
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

駅
西
口
跨

線
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

西
口
再
開
発
事
業
の
中
で
協

議
を
進
め
て
い
る
が
、
跨
線

橋
南
側
の
整
備
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
用
地
を
借
用

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
位

置
や
面
積
等
に
つ
い
て
協
議

を
始
め
て
い
る
。
な
お
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
で
は
二
〇
一
〇
年

ま
で
に
駅
構
内
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る
こ
と
を
優
先
し

て
お
り
、
駅
構
外
の
整
備
に

つ
い
て
は
行
政
が
主
体
的
に

進
め
る
も
の
と
位
置
付
け
て

い
る
。

議
員

今
年
八
月
、
駅
西
口

跨
線
橋
の
南
北
へ
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
を
要
望
す
る
嘆

願
書
が
花
水
地
区
八
自
治
会

か
ら
市
長
に
提
出
さ
れ
た
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
の
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
駅
の

南
北
を
往
来
す
る
際
の
利
便

性
が
高
ま
り
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
し
か
し
、
駅
西
口

再
開
発
の
事
業
化
に
は
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
跨
線

橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
、
再
開
発
事
業

と
切
り
離
す
こ
と
が
可
能
か

早
急
に
検
討
す
る
。そ
の
後
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
行
い

実
現
に
向
け
努
力
し
た
い
。

避
難
施
設
等
の
基
準

高
齢
者
等
へ
の
配
慮
は

都
市
づ
く
り
条
例

策
定
す
る
意
図

汚
泥
を
堆
肥
化

農
地
な
ど
に
還
元

本
市
の
開
発
事
業
指
導
要

綱
は
、
開
発
行
為
や
建
築
行

為
に
対
す
る
指
導
規
範
と
し

て
、
秩
序
あ
る
市
域
の
開
発

を
目
指
し
て
、
健
全
な
都
市

環
境
の
確
保
と
良
好
な
生
活

環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

長
年
に
わ
た
り
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
要
綱
に
よ
る
指

導
に
は
限
界
が
あ
り
、
国
も

都
市
計
画
法
の
改
正
を
行

い
、
国
土
交
通
省
も
指
導
要

綱
の
条
例
化
を
求
め
て
き
て

お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
指
導
要
綱
の

条
例
化
な
ど
を
含
む
総
合
条

例
の
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
提
案
ま
で
に
は
、
ま
だ
、

議
会
を
始
め
と
し
て
市
民
の

理
解
を
得
る
ま
で
時
間
が
か

か
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
緊
急
措
置

と
し
て
、
平
塚
市
開
発
事
業

指
導
要
綱
単
独
の
条
例
化
を

強
く
要
求
し
ま
す
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

平平
塚塚
市市
開開
発発
事事
業業
指指
導導
要要
綱綱
のの

条条

例例

化化

をを

求求

めめ

るる

決決

議議

平
塚
市
建
築
基
準
条
例
の
制
定

地
区
計
画
の
規
定

外
し
た
理
由
聞
く

整備費縮減で計画見直しへ

第 ��� 号

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

スロープが設けられている総合体育館

ひらつか議会だより
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中高層ビルが建ち並ぶ駅前大通り

平成��年（２００６年）��月�日

駅駅西西口口跨跨線線橋橋のの
エエレレベベーータターー設設置置
ＪＲ東日本との協議状況
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